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Results of the doctoral thesis defense 

博士論文審査結果 
 

氏 名
N a m e  i n  F u l l

 中村 真里絵  
 

論文題目
T i t l e

 タイ東北部における土器づくりと職人をめぐる人類学的研究  
――土器生産地ダーン・クウィアンの形成  

 
本論文は、タイ東北部（イサーン）コラート県の農村地域において、農業から土器づく

りに生業を転じた村落での土器づくり職人の民族誌である。著者は、調査村が農村から土

器生産地へと変貌するプロセスを、関係者への聞き取りを中心にして再構成した上で、土

器づくりの専業化にともなう技術と社会の持続と変容を、タイの農村社会と比較しながら

分析・考察している。具体的には、2005 年 10 月から 2006 年 8 月まで調査村において住

み込み調査を行ない、その後に、数回にわたり補足調査を実施した。  
本論文は、序論と結論を含めて全体で 8 章から構成されている。第 1 章の序論では、研

究目的を述べた後、先行研究のレヴューを行ない、ものづくり研究やタイの農村社会研究

における本論文の位置づけや研究の視座を示している。第 2 章では、調査地が位置するタ

イ東北部の特徴を概観した後、歴史や文化的背景、貨幣経済の浸透の観点から調査地のダ

ーン・クウィアン地域 C 村の概要を述べている。  
第 3 章では、聞き取り調査で得た人々の語りと文献資料に基づいて、1970 年代まで農業

の副業であった土器づくりの様子を復元している。当時は、稲作が行われる水田の川沿い

に粘土や砂が取れたため、焼成窯の代わりとしてシロアリの塚を利用しながら、農閑期に

水田の片隅で土器づくりを行ない、出来上がった土器を牛車で近隣の地域に運び、主に米

などと物々交換していたという。その後この地域では森林開発が進み、アリ塚が破壊され

たり、土地の所有意識が芽生え、他人の土地で土器づくりをするのが難しくなったが、村

外の知識人がレンガ窯をもたらしたことを契機として、場所や時間に制限を受けない土器

づくりが調査地では可能になったことを示す。  
第 4 章では、1970 年代から 1980 年代までに土器づくりが一時的な衰退を経て専業化し

ていく過程を描いている。この頃になると、日用品としての土器は、アルミ製やプラスチ

ック製、さらにはセメント製のものに代替されるようになり、土器の需要は減っていき、

土器づくりが廃れていく。その一方で、この地域に移住してきた村外の知識人たちは、土

器に彫刻して模様付けをしたり土器の販路を開拓して様々な注文を受けるようになり、そ

の仕事を村の職人にも下請けとして回すようになっていく。  
第 5 章では、著者が参与観察した、土器づくりが専業化した村において土器の製作工程

をはじめ、デザインや流通形態など、土器づくりの全体像を明らかにしている。原料の採

取から、素地づくり、成形、乾燥、模様付け、焼成の工程を細部にわたって記述している。

その他にも、デザインの多様化や流通の変化についても具体的な事例と共に記述している。 
第 6 章では、土器づくりの専業化に伴い村内の屋敷地に作られるようになった工房や屋

敷地における家族・親族関係や継承状況について、３つの親族グループの事例を記述して



いる。タイの農村社会では双系的な親族組織および均分相続に基づいた屋敷地共住集団が

特徴として挙げられているが、そうした組織原理は農業から土器づくりに転じた調査村で

も同様であり、工房や職人としての技術の継承に反映されている。本章では、世代を経る

ごとに屋敷地が分割されることで、逆に工房の継承が複雑化し、場合によっては継承しな

いという事態が起きていること、さらには、屋敷地を持たない村外者による工房の新設が

難しいことなどの問題を指摘している。  
第 7 章では、調査村において複数の土器の成形技法が併存していることに着目し、それ

ぞれの技法の特徴と、技法の違いがもたらす意味について論じている。なかでも技法には

在来と外来のものがみられ、ろくろの回転方向が違うなどのために、在来技法は大型の土

器を成形するのに適しているのに対し、外来技法は短時間で大量の土器を成形するのに適

しているという特徴を示す。  
第 8 章の結論では、本論文の議論をまとめ、従来のタイの農村社会論と比較しながら、

調査村の土器づくりの特徴、すなわち、親から子への継承にこだわらない継承方法や、伝

統的な技法にこだわらず新たな技法やデザインを柔軟に取り入れる気風を浮き彫りにし、

調査村において開かれたものづくりが行なわれている原理を明らかにしている。  
以上のように本論文は、タイ東北部の土器づくりの村において農業から土器づくりに転

じた歴史的経緯や、現在の土器づくり活動および土器の販売状況を明らかにしたものであ

り、以下のような優れた点を挙げることができる。第一は、これまでのタイ東北部を対象

にした人類学的研究ではラオ人の暮らす水田稲作村に集中してきたが、本論文ではコラー

ト人の生活誌に焦点を当てており資料的な価値が高い。第二は、土器づくりの専業化の過

程とその技術や社会の変化を歴史的資料と現地調査の成果を融合して丹念に把握した点で

ある。とりわけ C 村を中心とした土器の産地形成を土地開発、貨幣経済の浸透、民主化運

動家の影響などタイの社会変動が埋め込まれた生産地として読み解いた点である。  
その一方で、本論文では、タイ語の表記の問題や工房や工場の用語が不明瞭であること

に加えて、調査村での悉皆調査が不十分であるために職人の年齢や生産形態など十分に言

及されていない点を指摘できる。  
しかしながら、本論文はこれまで詳細な調査があまりなかったコラート人の土器づくり

に注目して、土器づくりの専業化の過程と土器づくりの現況を把握したものであり、世界

各地のものづくりを比較しようとする研究者にとって、本論文の民族誌的な記録は、学術

的な価値が極めて高いと言える。よって本論文は、博士の学位を授与するに値すると審査

委員全員一致で判断した。  
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